
 

 

１. 開会点鐘 

２．「君が代」「奉仕の理想」斉唱 

３．会長挨拶 

４．幹事報告         

 Ａ．例会変更のお知らせ        ビジター受付 

 米子中央ＲＣ…4/14（木）休会  なし 

    米子中央ＲＣ…4/21（木）移動例会 あり 

    米子中央ＲＣ…4/28（木）休会  なし 

 Ｂ．その他 

５．委員会報告 

 Ａ．親睦・出席委員会 

    出席報告・スマイル発表 

 Ｂ．その他 

６．閉会点鐘 

 

2021～2022年度 R Iテーマ 

【第1535回例会次第（2022年4月第1回）】 

No．1493 

【第1534回例会記録(2022年3月第3回）】 

日時：2022年３月２８日（月) 1２：３0～ 

会場：ＡＮＡクラウンプラザホテル米子 

出席率  64名[内免除15名] 中名 ％  

米山ＢＯＸ １，７０３円（累計 １８，４２２円） 

RI会長 :ｼｪｶｰﾙ･ﾒｰﾀ(インド) 地区ｶﾞﾊﾞﾅｰ: 岩﨑陽一（鳥取西RC） 

 会長：坂口元昭 幹事：中津尾直己 雑誌･会報：廣谷栄一  

日時：2022年４月４日(月）1８:30～ 

会場：ろんぢん松江本店 

〈4月〉母子の健康月間 

日 時 第 回例会 内 容 場 所 

4月11日(月)12:30～13:30 第1536回 

(4月第2例会） 

【イニシエーションスピーチ】黒田明宏、眞﨑信行 ＡＮＡＣＰ

ホテル 

5月 9日(月)12:30～13:30 第1537回 

(5月第1例会） 

【卓話】 ＡＮＡＣＰ

ホテル 

 今後の米子南RC例会 

【卓話】「未来を“つくる”美術館 

     鳥取県立美術館の整備運営の概要について」 

       鳥取県立教育委員会事務局  

         美術館整備局長 梅田雅彦氏 

 

令和７年春にオープン予定の鳥取県立美術館について卓

話して頂きました。 

鳥取県立美術館のコンセプトは「未来を“つくる”美術

館」。従来の美術館機能に加え、さまざまな空間での多

様な利用、にぎわい、お気に入りのサードプレイスの場

となる美術館を目指すそうです。また、美術を通じて学

ぶ「ラーニングセンター」としての機能を備え、県内の

美術館と連携しながら、幅広い分野の展覧会やプログラ

ムを企画し「とっとりアート」 

を発信する予定だそうです。この美術館の設計にあたっ

たのは、建築界のノーベル賞ともいわれるブリッカー賞

やその他数々の賞を受賞された槇文彦氏ですので、世界

的にも注目が集まる美術館となりそうです。オープン後

は、県内の小学４年生全員を美術館に招待する企画もあ

るようで、子供たちに良質な美術に触れてもらい、自己

肯定と他者理解の場になってもらいたいそうです。現

在、鳥取県西部は、西に向かうと松江市に島根県立美術

館がありますが、数年後には同じくらいの距離を東に向

かうと鳥取県立美術館ができるという大変恵まれた環境

になるので、ますます美術に触れる機会が増え、鳥取県

中部東部の人間からすると大変うらやましいという言葉

で卓話を締めくくられました。（廣谷栄一 記） 

お 知 ら せ      

･4/11(月)13:40～ 定例理事会 

         ANAクラウンプラザホテル米子 

･4/16(土)13:30～ 第1･第2グループ合同ＩＭ 

         境港市文化ホール 

･4/18(月)     例会休会 

･4/24(日)10:30～ 地区研修・協議会 

       音楽文化ホール･ベルフォーレ津山 

･4/25(月)   例会休会 

18:50  懇親会 

     乾 杯  奥田直前会長 

     歓 談 

20:10  中締め 

     手に手つないで 

20:20  閉 会  

ウクライナへの緊急支援金   35,000円 


